


 １５：３０～１６：００ 参加者間の情報共有

 １６：００～１７：３０ 荒谷からの提言等

 １７：３０～１８：１５ （休憩後） 衆議

 １８：１５～１８：３０ 荒谷まとめ



荒谷からの提言

１ 「憲法を起草する会」について

２ 日本創成の当事者の使命

３ 今の日本を正す規範とは



 趣旨：私たち一人一人が、日本創成の当事者として

考え行動する。

 前提：現行憲法の改正議論ではなく、本来あるべき

日本社会とその規範を取り戻す。

外来の「法」の概念にとらわれず、憲法という呼

び名、成文化することの必要性等についても

検討する。



 前文「政府の行為によつて再び戦争の惨禍が
起ることのないやうにすることを決意」

「平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼し
て、われらの安全と生存を保持しようと決意」

 ９条「戦争の放棄、戦力及び交戦権の否認」

 99条「天皇又は摂政及び国務大臣、国会議
員、裁判官その他の公務員は、この憲法を尊
重し擁護する義務を負ふ」



 前文「われらは、これに反する一切の詔勅を排
除する」

 98条「この憲法は、国の最高法規であつて、そ
の条規に反する詔勅は、その効力を有しない」

 建国の詔【神武天皇】「建国宣言」

 憲法17条【聖徳太子】「承詔必謹」

 五箇條の御誓文【明治天皇】「国是」



講演内容

１ 「憲法を起草する会」について

２ 日本創成の当事者の使命

３ 今の日本を正す規範とは



天地初發之時 於高天原成神名

天之御中主神

高皇産霊神 神皇産霊神

産霊（ムスビ）



思い

将来

今

昔

創元

八紘為宇

神武天皇

我

天之
御中
主神

出来る出来ないは無い
人類もまた

宇宙創元の理に従う

己の一生を
天命に一致させ
使命を完遂する

万物万象一元の
宇宙創元

同 志



日本創成の当事者の使命を遂行する為

日本創成の当事者に成る

（体験する）

日本創成の当事者として知る

（体得する）

日本創成の当事者として行う

（体顕する）



日本創成の当事者に成る

体験する

【農】

祖先が作った水田で稲作をする















日本創成を当事者として知る

体得する

【学】

祖先の思いと行跡を実践する





日本創成を当事者として行う

体顕する

【武】

荒魂を発顕する

七生報国の大丈夫を示す





和魂と荒魂



直霊（和）の作用

【和魂】

禍津霊（分裂）を直霊（一体）に

復元する作用

【荒魂】



和を再生する

世界的禍津霊を直霊に戻すには

荒魂が必要

人間が為さなければ自然が為す



荒魂の時代へ



七生報国（滅敵）
時を超越する命の一体感による粘り強い精神文化

成し遂げるまで
何度でも生を変えて行動する

自分が行動することに意味がある



大楠公

正成一人なお生きていると聞こし召せば

聖運ついに開かれるべしと思し召せ



大丈夫の気概

一切の合理性・有効性を排した
大丈夫の精神



講演内容

１ 「憲法を起草する会」について

２ 日本創成の当事者の使命

３ 今の日本を正す規範とは



新世界秩序（New World Oder）

Ｗ・チャーチル英首相
国民主権国家を廃絶し世界政府の管理による恒久

的な平和体制の実現が不可欠である。

世界政府のパワーエリートをトップとする
地球レベルでの政治・経済・金融・社会政策の統一
究極的には末端の個人レベルでの思想や行動の

統制・統御を目的とする管理社会の実現を指すもの

市場原理すなわちマネーによる自由競争に勝利した個人が
世界のルールメイカーの地位を得る。







自由競争の勝利者が支配する世界

現状「新型コロナ対策」

恐怖による相互不信・対立

恐怖による孤立化・非社会化

情報統制と法的強制

将来のエンドステート「新世界秩序」

パワーエリートをトップとする

地球レベルでの政治・経済・金融・社会政策の統一

末端の個人レベルでの思想や行動を

完全に統制する管理社会の実現



恐怖による相互不信・対立

恐怖による孤立化・非社会化

情報統制と法的強制

相互信頼・親和

集団化・社会化

情報共有・抵抗



大調和を目指す

日本の文化社会の実現

相互信頼・親和

集団化・社会化



 グローバリゼーションから自立した共同体をつくる。

 共同体間のむすびをつくる。

 共同体間で情報を共有する。

 共同体間で相互扶助する。

 共同体一丸となって日本文化社会を広める。

 共同体間の規範を日本国家の規範とする。
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